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CEO のご挨拶
取引先の皆様

私たちは Hatebur と Carlo Salvi の 2 つのブラン
ドにより、グループとしての世界的な存在感をさら
に増しています。そのため、Hatebur グループ内
の販売体制を強化することにより、重要なさらなる
一歩を踏み出しました。このようにして私たちは、
緊密に共に成長し、歩み続けています。

50 年前に AMP 20 S で始まった Danfoss 社との
パートナーシップは、お客様が Hatebur に寄せて
くださる信頼を示しています。このデンマークの会
社はすでに数十年にわたり、重要な鍵であるマシ
ンと Hatebur に安心して任せることができていま
す。このたび、シルケボーの新拠点で既存のシス
テムが新しいマシンに置き換えられます。当社に
寄せられる信頼を大変うれしく思っております。

黄銅（真鍮）製造に関するレポートでは、Hatebur 
の高速熱間フォーマーで黄銅（真鍮）を加工する
場合の要件と利点をご確認いただけます。鉄鋼の
加工に詳しい皆様の刺激になれば幸いです。

持続可能性は、私たちにとっても最重要課題です。
私たちは、構造的かつ体系的な方法でこの挑戦的
なテーマに取り組みます。数多くの小さな一歩の
積み重ねが私たちを着実に前進させます。しかし、
決め手となるのは私たちの長寿命のマシンです。
私たちのマシンで何十年も生産に携わってきた方
なら誰でも、その意味がおわかりでしょう。

私たちの COLDmatic シリーズに非常に汎用性に
優れたキネマティクスが搭載されていることはご存
じかと思います。このマシンのクイックチェンジシ
ステムが汎用性にとってどれほど重要か、関連記
事をぜひご覧ください。

さらに GKN Automotive 社のカスタマーレポート
では、AMP 70 の最新アプリケーションにおける
サーボ油圧バーストップの有効性についてご紹介
しています。

最新の展示会・見本市レポートなどのエキサイティ
ングな記事についてもご期待ください。
皆様にお楽しみいただければ幸いです。

トーマス・クリストフェル（CEO）
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Hatebur の世界から  

最新情報
インフラが改善された倉庫

大規模な改修工事により、ライナッ
ハの倉庫は新たな輝きを放っていま
す。この調整と変更は、品質保証の
最適化に向けた重要な一歩です。室
温を一定に保つことにより、私たち
のマシンや金型のコンポーネントの
品質試験のための最適な条件が得ら
れます。さらに、出荷、品質保証、
保管の間の材料フローが再び大幅に
効率化されています。これらの刷新
により、お客様にも直接的なメリット
がもたらされます。たとえば、スペー
スの拡大に伴い、パレットスペース
が追加されています。これにより、さ
らに幅広い種類の製品を安全・確実
に保管し、いつでも入手可能な状態
に保つことができます。

中国における Hatebur の 15 年

Hatebur (Shanghai) Technology 
Ltd. は 今 年、15 周 年 を 祝しま す。
2008 年 1 月 11 日 に 設 立 さ れ た 
Hatebur の中国子会社は、アジア市
場における戦略的に非常に重要な 
Hatebur の存在感の強化に多大な貢
献をしてきました。10 名で構成され
ているチームが、この地域における
代表として私たちの革新的な製品と
サービスを届けるために、献身的に
取り組んでいます。さらにこの子会社
により、私たちは現地で直接、お客
様のご要望に対してより効率的に応え、
的確に具体的で実用的なソリューショ
ンを実現することができます。

Hatebur ドイツ 30 周年

北の隣国ドイツでもお祝いがあります。
Hatebur Umformmaschinen 
GmbH の創立 30 周年を迎えた祝賀
です。1993 年の設立は、60 年前に
本社をスイスに移転してから初めての
国外展開という、Hatebur の歴史に
おける重要なマイルストーンとなりま
した。Hatebur Umformmaschinen 
GmbH は、その包括的な専門知識に
より、特にドイツとスイスのすべての 
Carlo Salvi マ シン に 関 するカスタ
マーサービスとスペアパーツサービス
を提供しています。この専門能力に
優れたチームは、品質と顧客満足に
明確に焦点を当てていることにより、
お客様に満足感をもたらしています。

研修修了を祝して 

オースマン・アービドは、4 年間のト
レーニングを経て、EFZ 設計者とし
ての研修を順調に修了しました。こ
の間にオースマンは、Hatebur のさ
まざまな部門を体験する機会を得ま
した。そこで彼は貴重な専門知識を
得るとともに、フレッシュな人柄で
個々の部署を豊かにしてきました。
オースマンさん、私たちはあなたが
ふさわしい修了証を得られたことを
心から祝福します。また、あなたが
充実したキャリアに向けて十分な準
備を整えていることを確信しています。

2023 年ファミリーデー 

9 月、「まぶしい太陽、楽しさいっぱ
い、 おいしい料理」をモットーに、
Hatebur ファミリーが伝統のファミ
リーデーに集いました。明るい日射し
の下、参加者はあらゆる年齢層向け
の楽しいアクティビティを含む様々な
プログラムを満喫し、最後はグリル
から直接運ばれてきた出来たての 
美味しい料理を堪能して締めくくられ
ました。

ファミリ ー デ ー で は 従 業 員 と そ 
の家族が一堂に会し、リラックスした
時間を一緒に過ごします。このイベ
ントは 10 年前に立ち上げられました。
早くも次回が楽しみです！

グループセールス＆ 
マーケティング部門の 
新しい責任者 

氏名：ステファン・フォルミカ 
職位：グループセールス＆マーケティング 
部門責任者

 
ステファン・フォルミカは、今 年 の 
4 月 1 日からグループセールス＆マー
ケティングの新しい責任者を務めてい
ます。20 年以上の経験とさまざまな 
管理職での素晴らしいキャリアを持つ
彼は、当社にとって貴重な存在です。
彼 の 主 な 仕 事 は、Carlo Salvi と 
Hatebur における営業・販売面の統
合です。

販売プロセスの最適化と、販売、サー
ビス、スペアパーツの分野間におけ
る協力・連携の強化に重点が置かれ
ています。それにより、ステファン・
フォルミカは当社のさらなる発展と 
成長戦略に重要な貢献をするでしょう。
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数字から見る状況
デンマーク

デンマークの概要

人口：5,932,654 人

42,921 km2

立憲君主制

398（単位：10 億米ドル）GDP：国内総生産
コペンハーゲン

輸出 輸出額別のデンマークの主要輸出品目 

（2020 年、単位：100 万ユーロ）

1 医薬品 16 728
2 一般機械 12 350
3 電気・電子機器 7 536
4 医療・計測機器 3 632
5 肉製品 3 609
6 家具／調度品 2 768
7 車両 2 659
8 魚類およびその他海産物 2 570

経済
エネルギー生産量 2022 年（%）
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デンマークには、良い新年を願って 

「新しい年に飛び込む」という表現や風習があります。

デンマークの海域には  
18 種類ものサメが生息しています。

コペンハーゲンにある「人魚姫の像」は、ハンス・

クリスチャン・アンデルセンの童話からインスピレー

ションを得た有名な銅像で、デンマークで最も有名

な観光スポットの 1 つです。

デンマーク出身の著名人

ハンス・クリスチャン・アンデルセン (1805-1875)
ニールス・ボーア (1885-1962)
エルンスト・ロイター (1889-1953)
セーレン・キルケゴール (1813-1855)
ニコライ・フレディリク・セヴェリン・グルントヴィ (1783-1872)
アスタ・ニールセン (1881-1972)
ギッテ・ヘニング（1946 年 6 月 29 日- ）

LEGO 社は 1932 年にデンマークでオーレ・キアク・

クリスチャンセン氏によって設立され、木製玩具の

小さな工房から世界有数のプラスチック製組み立て

ブロックのメーカーへと発展しました。
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文：ベルンハルト・ハーゲン（Hagen PR）
写真：Danfoss  

Danfoss 社と Hatebur： 
数十年にわたる 
コラボレーションの成功

シルケボー工場の新型 AMP 20 S の前に立つ、Danfoss 社エキスパートの皆さんと  
Hatebur アプリケーションエンジニアのソティリオス・アンドリオポウロス

ライナッハ  デンマークの複合企業 
Danfoss 社が、新型 HOTmatic AMP 20 S の導
入により、生産性の向上を図ります。それに伴い、
60 年間もの長きにわたって信頼性の高いサービス
を提供してきた既存の Hatebur マシンは引退する
こととなりました。

Danfoss 社はデンマークに本社を置く多国籍企業
であり、世界中で 42,000 名を超える従業員を擁
しています。1933 年にエンジニアのマッズ・クラ
ウセンによって設立されたこのファミリー企業／企
業財団は、機械の生産性を向上させ、CO2 排出量
を削減し、エネルギー消費を抑え、電動化を可能
にする革新的なソリューションを開発しています。
Danfoss 社のソリューションは、冷凍・空調技術、
建物の暖房、エネルギー変換、モーター制御、産
業機械、自動車技術、船舶推進技術、オフハイウェ

イ／オンハイウェイアプリケーションなどの分野で
力を発揮しています。同社はまた、ヒートポンプ、
太陽光および風力エネルギー、市街地向けの地域
熱供給インフラなどの再生可能エネルギー用ソ
リューションも提供しています。

Danfoss Climate Solutions 社は、デンマークの
オーフス南西部にあるヴィビー工場で、住宅の暖房
に特化した製品の生産を行っています。1973 年以
来、Hatebur AMP 20 S は、ヒーターバルブ、サーモ 
スタット、住宅用暖房システム用のナットや継手の
製造のための信頼のおけるバックボーンとして活躍
してきました。「この Hatebur の既存の熱間フォー
マーは 50 年以上も主要マシンとして稼働しており、 
現在も高品質の部品を生産しています。Danfoss 
社が購入したとき、このマシンはすでに 10 年もの
でした。つまり、このマシンは現在 60 歳です」と、 

カスタマーストーリー  06



Danfoss Climate Solutions 社プロダクションエン
ジニアのチャーリー・ケーラー氏は述べています。

同社がヴィビーの生産拠点をさらに西へ 45 km 離
れたシルケボーに移転させることを決めたとき、既
存の Hatebur マシンをシルケボーに一緒に移すか、
新しいマシンを導入するかということが重要な検討
事項となりました。これについて、ケーラー氏は次
のように説明しています。「私はこのプロセスの直
前に入社し、詳細な計算についてすべて担当して
いました。結局、私たちは十分に活躍してきた既
存の熱間フォーマーを勇退させ、新型 Hatebur  
HOTmatic AMP 20 S に投資することにしたので
す」。このプロジェクトは、2021 年 10 月に行われた 
Danfoss 社のエキスパートと Hatebur のスペシャリ
ストとの会合から始まりました。このプロセスは非常
に効率的なものであったとケーラー氏は回想します。

「挑戦的なプロセスではありましたが、Hatebur は
初日から素晴らしいパートナーでした。そして、あら
ゆる仕様、計算、規格を確定し、Hatebur と何度も
検討を繰り返した後、2022 年 3 月に発注しました。」

HOTmatic AMP 20 S の導入決定は、さまざまな
理由に基づいていたとケーラー氏は説明します。

既存の AMP 20 S、1973 年から稼働

経験とパートナーシップ
その理由の 1 つは、既存の Hatebur マシンでの
何十年にもわたるポジティブな経験でした。「既存
の熱間フォーマーの品質と信頼性、Hatebur チー
ムが 提 供 するカスタマーサービスを考えると、
Hatebur が最初のコンタクト先になることは当然で
した。このようなマシンへの投資を行う場合、既知
の信頼できるパートナーと協力し合えることは大き
なメリットになります。既存のマシンから Hatebur 
の新しい熱間フォーマーへの置き換えでは、多くの
機械的側面が同じロジックに沿っているので、オペ
レーターはその生産システムに確実にすでに慣れ
ています。したがって、オペレータートレーニング
は問題ありません」と、チャーリー・ケーラー氏は
述べています。

25 ％も高速：生産性の向上
新しいマシンを導入するもう 1 つの重要な理由は、
生産性の向上への期待です。「私たちは、既存の
マシンよりも 25 ％高速で生産できると期待してい
ます。そして、メンテナンスコストの低減とマシン
稼働時間の最適化を期待しています」と、ケーラー
氏は強調します。生産量の増大により、Danfoss 
社は市場の要求にさらにフレキシブルに対応し、
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カスタマーストーリー  

より多くの部品を生産することができるようになり
ます。新型 AMP 20 S は、最大稼働時には 3 シフ
ト制で月曜日から金曜日まで年間 225 日稼働するこ
とができます。これにより、1 年で 45 週間分の追
加生産がもたらされます。

品質の向上
精度と品質という点で最高水準の要件を満たすの
はもちろん、さらにそれを上回るために、Danfoss 
社は常に生産工程の最適化に取り組んでいます。
新しい Hatebur 熱間フォーマーは、生産品質をさ
らに向上させると期待されています。「何年にもわ
たり、私たちは既存のマシンの金型装備を改良し、
新製品を導入してきました。マシンは今でも常に
非常に高い水準で生産を行っています。新しい熱
間フォーマーと最新技術によって、この品質基準を
さらに向上させ、同時に生産量を増大させたいと
考えています」と、 ケーラー 氏 は 説 明します。
Hatebur HOTmatic AMP 20 S では、9 種類の
製品が生産される予定です。「Hatebur と協議し、
すべての製品について新しい金型装備を購入する
ことにしました。緊密な協同作業の中で、金型装
備を最適化して効率を高め、生産量を増やします！」

データに基づく効率性
新型 HOTmatic AMP 20 S は、多くの新しい技術
的な特徴を備えていることにより、たいへんユー
ザーフレンドリーです。オペレーターは包括的な
データを利用することができ、PLC 制御により追加
の自動化機能がもたらされ、効率が向上します。「私
たちにとって、マシンが提供できるものについて、
データに基づいた明確な全体像を把握することが
重要です。現在の技術水準により、Danfoss 社に

とって極めて重要な労働安全性も向上しています」
とケーラー氏は述べています。騒音レベルの低減
のため、Danfoss 社はベルトコンベアとマシンに
ハウジングを装備しました。

Danfoss 社のハートはグリーンです
新型 Hatebur マシンを導入するもう 1 つの理由は、
持続可能性についての観点からのものでした。
チャーリー・ケーラー氏は次のように説明していま
す。「エネルギー消費はますます重要な基準となっ
ています。私たちはシルケボーの新工場で CO2 
ニュートラルを実現したいと考えています。CO2 排
出量およびエネルギー消費量の削減は Hatebur 
にとっても重要な課題であり、そのため、マシン
はそれらの要件を満たすように最適化されていま
す。」

「マシンと基礎工事は別のものです」とケーラー氏は 
言います。AMP 20 S のような熱間フォーマーに
は、最高水準の精度を確保するための完璧な基礎
工事が必要です。様々なレベルや傾斜角度を伴う
マシンの基礎工事を計画し、設置することは複雑
な作業です。「Danfoss 社がその責任者であり、
Hatebur が私たちに助言して、事前検収を行いま
した。

ライナッハの Hatebur 本社で、スイスのエキス
パートが Danfoss 社の担当オペレーターの立会い
の下、金型装備の設置とテストを行いました。金
型がデンマークに到着すると直ちに、工程を最適
化するために詳細の分析と調整が行われました。

「Danfoss 社 の オ ペ レ ー タ ー 1 名 が ス イス の 
Hatebur でトレーニングを修了しました。この後、

Hatebur HOTmatic AMP 20 S の概要 

この 3 段熱間フォーマーでは、毎分 200 個という非常
に高い生産力と 900 kN の合計成形荷重が組み合わ
されています。その他の特長としては、操作と金型交
換が容易であること、正確な部品搬送、マシンの寸法
がコンパクト、黄銅（真鍮）部品の製造が可能である
ことなどがあります。HOTmatic AMP 20 S は、六角
ナット、フランジナット、カム、ベアリングリング、黄銅

（真鍮）ボール、黄銅（真鍮）ブッシュなどの部品の
自動鍛造に理想的に適合しています。このマシンの実
証済みの信頼性の高い技術と短い金型交換時間は高
レベルのマシンの可用性をもたらし、それにより生産
と稼働の効率と収益性が向上します。この熱間フォー
マーは最大直径 38 mm（鋼鉄）または 42 mm（黄
銅（真鍮））のワークピースの加工を行います。
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確実に私たちの準備が整った状態にするために、
彼が同僚たちにトレーニングを行います」と、ケー
ラー氏は報告しています。

デンマークに到着
シルケボーの新工場への移転はすでに始まってお
り、新型 Hatebur HOTmatic AMP 20 S は 2023 年  
8 月第 1 週に到着しました。両社のエキスパート
チームが新拠点でマシンをテストし、数か月以内に
稼働を開始する予定です。既存の Hatebur マシン 
AMP 20 S は、新しいマシンが引き継げるようになる
まで生産を続けます。そして、十分に活躍してきた
マシンにふさわしい勇退のときを迎え、別れを告げ
ることとなるでしょう。

チャーリー・ケーラー氏は次のようにまとめていま
す。「私たちにとって大きな一歩です。新しいマシ
ンは、当社の生産性とフレキシビリティを向上させ
るでしょう。Hatebur HOTmatic AMP 20 S により、 
最高水準の品質を保証するとともに、他の部品や
より大型の部品に対する市場の要求にも応えること
ができるようになります。当社は、たとえば新製品
用の革新的なツールを共同開発するなどのため、
これからも Hatebur との実りあるコラボレーション
を続けていきます。」

旧ヴィビー工場で稼働していた AMP 20 S 

09



カスタマーストーリー  

文：クリスチャン・ベッカー
写真：Metform LLC  

Metform LLC 社の  
HOTmatic HM 35

ライナッハ  Metform 社は 
Hatebur HOTmatic HM 35 を同社
のマシンラインナップに加え、拡張を
図っています。この新しいフォーマー
により、この米国企業は最新の市場
ニーズに応えます。

Metform 社と Hatebur は長年にわ
たりパートナーシップを結んでいます。
イリノイ州にある 3 つの子会社では合
計 11 台のマシンが使用されており、
Hatebur フォー マ ー の 台 数として 
北米最大です。Metform 社にはつい
昨年に AMP 20 N が納入されたばか
りですが、さらに現在、CEFI バー加
熱システムと組み合わせた HM 35 が
追加されています。「絶えず変化する
市場環境の中で、より大きな成形品
の需要が高まっています」と、社長の
スティーブ・ライト氏は投資について

説明し、次のように付け加えています。
「Hatebur HOTmatic HM 35 は、 
この新しいビジネス分野で私たちを
サポートしてくれるでしょう。」

革新による前進
Metform 社は、1976 年に MacLean- 
Fogg Component Solutions 社 の
熱間成形部門として設立されました。
Metform 社は大手自動車メーカー
向けに高品質の部品を生産しており、
一 流 の 開 発 部 門 を 擁しています。

「Metform 社 は 1 つ の 素 晴らしい
チームです。私たちは中小企業的な
文化と高い労働倫理を備えており、
それにより納期厳守と非常に高い品
質を結び付けて実現しています」と
スティーブ・ライト氏 は 語ります。
Metform 社が掲げる目標は、社内
および業界全体における継続的な 

 Metform チーム

改善です。パートナーとして、またサプ 
ライヤーとして、Metform 社の野心
的な旅路に同行できることを誇りに
思います。
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  フォーカスポイント

持続可能性： 
単なる流行語を超えるもの

効率的なマシンは持続可能な生産を意味します
大量成形では、CO₂ 排出量の大部分は加工中に発
生するのではなく、材料の準備段階で発生します。
したがって私たちのような機械メーカーが影響を与
えられるのは、付加価値をもたらすバリューチェー
ンの一部、この場合はエミッションチェーンの一部
に限られています。しかし私たちの前にある道のり
においては、いわばパズルのピースの 1 つ 1 つが
重要です。そして Hatebur は、自らの行動に伴う
責任を認識しています。幸いなことに、私たちの
場合、経済性と持続可能性はほぼ常に手を取り合っ
ている状態にあると言えるでしょう。

ですから、私たちのマシンの効率には大きな意味
があります。おそらく、この文脈で最も重要な要素
は長寿命であることでしょう。代替投資が必要にな
るまでの時間が長ければ長いほど、バランスシー
ト、よく準備されたプロセス、環境にとって、より
良いものとなります。私たちは廃棄物の発生を最
小限に抑えることにより、材料の消費量を削減して
います。また、誘導加熱などの様々な技術がエネ
ルギー消費量の削減を可能にしています。

ライナッハ  17 の目標、169 のターゲット：
2030 アジェンダにより、国連は持続可能な開発のた
めの明確なロードマップを設定しました。そのために
は、CO₂ 排出量を削減して気候変動に対処すること
が非常に重要です。その際、エネルギー集約型産業
として、鍛造産業は重要な貢献をすることができます。

気候変動は、私たちすべてに影響を及ぼします。 
その悪影響は、マクロレベルでの世界経済からミク
ロレベルでの個人の幸福に至るまで、生活のあらゆ
る分野において、今日すでに感じられています。この
テーマは、国連の持続可能性目標においても重要
な役割を果たしていますが、それだけではありませ
ん。欧州レベルでは、気候保護に関する明確な規定
を定めた EU 分類体系があり、スイスは 2050 年 
までに完全にクライメートニュートラル（気候中立）
になることを目指しています。また業界としても、 
たとえば «NOCARBforging 2050» のような業界
イニシアチブの形でこの課題に取り組んでいます。

文：クリスチャン・ブルギン、マティアス・コッホ
写真：Hatebur  

2030 アジェンダの中核：経済的、社会的、 
エコロジカルな持続可能性のための 17 の目標
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フォーカスポイント  

油処理プラント：環境保護とコスト削減
Hatebur のマシンはこれまでもすでに非常に効率
的に稼働してきましたが、私たちは自社および私
たちの製品をさらに向上させるために常に革新を
図っています。2021 年から私たちが鍛造フォー
マーや冷間フォーマーを補完するものとして提供し
ている油処理プラントは、その代表例と言えるでしょ
う。これにより、マシンの稼働に使用される油の約 
90 % をリサイクルできるようになります。

私たちのマシン 1 台が 
24 時 間 稼 働 すると、
1,000 万個を超える部
品が高速で生産されま
す。 そ の 際 に は、 潤
滑油を大量に供給する
ことが不可欠です。そ
の後、多くの場合は最
初の分離が行われると
直ちに廃棄されますが、
私たちの処理プラント
では、もはやそうであ
る必要はありません。

三相遠心分離機とファインフィルターの組み合わ
せによって油の大幅な節約が可能となり、CO₂ の
大幅な削減と環境保護への積極的な貢献が実現し
ます。

FRED は持続可能性を測定可能にします
私たちのお客様の多くは自動車産業におけるサプ
ライヤー企業です。特にこの分野では、求められ
る基準が著しく厳しくなっています。たとえば、ほ
ぼすべての大手自動車メーカーにおいて、持続可
能性とトレーサビリティは契約締結時の基準となっ
ています。ドイツ鍛造協会は、«NOCARBforging 
2050» イニシアチブに関連して、まさにこの目的
のためのツールを開発しました。FRED（Forging 
REDuction：「鍛造削減」の意の略称）を使用す
ることにより、部品生産時の CO₂ フットプリントを
計算することができます。このツールにより、サプ
ライヤーは影響をもたらすあらゆる要素と発生す
るエミッションを含む生産プロセスをマッピングし、
確実に文書化することができます。

FRED はさまざまなレベルで機能します。 
このオンラインツールは、

 どのセットスクリューが「製品のカーボンフット

プリント」の改善につながるかを示します。

 お客様向けに現状とこれまでに実施された 

改善について説明する文書として機能します。

 「2050 年までにクライメートニュートラル（気

候中立）を実現する」という目標を達成する
ための重要な基盤の 1 つです。

 
環境保護とコスト削減： 
油処理用自社プラント

私たちのビジョン： 
「人々の生活を豊かにする、 

持続可能な 
金属成形のための 

スマートソリューション。」
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Hatebur においても FRED を使用して自社の改善
を図っており、持続可能性を高めるためのお客様
の取り組みをサポ  ートしています。私たちはサー
ビスの一環として、ツールの設計、最適なタイミン
グの設定、可能な限り最も効率的なプロセスの確
立などのサポートを提供します。生産全体にわたっ
て持続可能性を組み込むことは、次の論理的なス
テップにすぎません。

 持続可能性への道の象徴的なイメージ

イニシアチブ «NOCARBforging 2050»（脱炭素鍛造 2050）では、遅く
とも 2050 年までに CO₂ ニュートラルな大量成形を目指しています。この
目 標 を 達 成 する た め に、Hatebur Umformmaschinen AG を 含 む、
50 社以上の企業が協力し合っています。それにより、生きがいのある 
世界で未来に適した業界を実現するために貢献していることは、私たちの
誇りです。

気候保護とエコロジーは 2030 アジェンダの不可
欠な部分を形成していますが、この計画には、
CO₂ 削減の場合と同様に、私たちが貢献できる他
の側面も含まれています。Hatebur でどのような
措置が既にとられているか、また戦略の一環とし
て今後どのような追加対策が予定されているかに
ついては、次号の NetShape でお伝えします。

  持続可能性 13
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ライナッハ  バリブロックの金型交換コン
セプトは Hatebur で確立されました。これにより、
すべての金型をユニットとして交換することができま
す。金型交換時間が最適化されるとともに、オペレー
ターに人間工学の向上によるメリットがもたらされ
ます。

Hatebur COLDmatic： 
ボタンを押すだけで 
素早く金型交換可能
文：カーステン・ジーバー
写真：Hatebur  

金型交換時間の短縮
バリブロックモジュールは交換可能なクイッククラ
ンプモジュールで、セルフセンタリング機能付き金
型サポートブロック、いわゆるマルチブロックを装
着することができます。このモジュールではマシン
のビジュアライゼーション（視覚化）から、ボタンを 

マシン＆アクセサリー  

 Hatebur COLDmatic CM 725 ツールエリア
 1. 分離されているマルチブロック 2. 芯出しボール 3. クランプタブ 4. 高さストップ位置 5. 取り付けポイント
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押すだけで油圧でクランプを行うことができます。
それにより、オペレーターが各金型をマシンから
個別に取り出す必要がなくなり、全体的に金型交
換時間が短縮され、オペレーターの操作性が向上
します。

再現性が鍵 – システムの詳細
マシン内でのバリブロックモジュールの横方向の
位置決めは、球形の位置決めピンを使用して行わ
れます。高さの位置決めは固定式の機械式バー 
ストップを使用して行われるため、非常に高い再
現性が保証されます。プロセスに必要なクランプ
力は、モジュールを油圧で高さストップ位置まで
引き下げることにより、クランプタブを介して生成
されます。

熱膨張？ 問題ありません！
他の成形機メーカーではクイッククランプシステム
にウェッジクランプを使用することが多く、その際、
クイッククランプモジュールは本体側壁で支持され
ています。そのようなシステムの場合、プロセス
に関連した熱膨張によってパンチとダイ間の芯出
し部に変動が生じ、その結果、部品の寸法が不正
確になる可能性があります。これを避けるために、
Hatebur では意図的にボールピンを使用したモ
ジュールの中央の芯出しを決めました。さらに、
金型は個別のブロックサポートによって分離されて
いるため、隣接する工程が熱伝導によって互いに
影響を与えることはありません。

 バリブロックモジュールを取り外した状態のプレスラム 
1. 芯出しボール 2. クランプタブ 3. 油圧クランプ 
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HOTmatic AMP 20 S による 
黄銅（真鍮）製品の生産

ライナッハ  熱間成形においては、鋼鉄
の加工がすべての中心となることがよくあります。と
は言え、次によく使用されている材料にも注目する
必要があるでしょう。たとえば、出荷される Hatebur  
HOTmatic AMP 20 S の 4 台に 1 台は、黄銅（真鍮）
鍛造ブランクの製造に使用されています。

黄銅（真鍮）鍛造ブランクは、主に衛生システムや
暖房システムの継手部品として使用されます。黄銅

（真鍮）は、加工において決定的な利点をもたらし
ます。銅と亜鉛の合金は、鋼鉄よりも流動特性が
はるかに優れているため、成形工程が著しく容易
になります。たとえば AMP 20 S は、ほとんどの場合、
最大成形荷重である 900 kN 未満で運転可能です。 
前死点エリアでは、鉄鋼成形の場合と同様に、成形
荷重が上昇します。

黄銅（真鍮）加工の成功の鍵

数十年にわたる経験から、私たちは次のことを知っ
ています。黄銅（真鍮）には特殊な特性があるため、
鍛造を行うには鋼鉄ブランクの製造時とは異なるア
プローチが必要です。お客様にあらゆる面で効率的
なサポートを提供するために、私たちはトレーニン
グの一環として、蓄積した知識をお客様と共有して
います。では、黄銅（真鍮）加工の主な成功要因
は何でしょう？

1. 合金の品質
用途に応じて、2 種類の材料をお勧めします。ユニ
オンナットや袋ナットなどの一般的な黄銅（真鍮）部
品の製造には、高品質の CuZn40Pb2（DIN 2.0402）
が使用されます。複雑な形状の黄銅（真鍮）部品や、 
グロメットやスクリューニップルなどの押出成形部品
には、アルミニウムの添加をお勧めします。合金の 
アルファ結晶とベータ混晶は、材料に優れた被削
性と非常に優れた熱間成形特性をもたらします。
混晶は、銅と亜鉛の特定の割合と成形温度との相
互作用によって生成されます。

2. 鍛造温度
黄銅（真鍮）は、非常に限られた温度範囲でのみ
熱間成形に適した特性を示します。最悪の場合に
は、バー材がヒーターの内部や最後の加熱コイル
とインフィードローラーの間で溶けてしまいます。
そのため、黄銅（真鍮）のバー材全体の温度を一
定に保つことが重要です。さらに、黄銅（真鍮）
のバー材の両端部が面取りされている必要があり
ます。それにより、バー材を引いたときや鍛造温
度まで加熱したときの溶着を防ぎます。

文：キム・ヴェーバー
写真：Hatebur  

3. 金型の構造
基本的に、3 工程の金型構造の場合には、鋼鉄と
黄銅（真鍮）の違いはわずかです。黄銅（真鍮）は
成形性が高く、すぐに端の方に流れてしまいやすい
ことに、特に注意してください。そのため、イジェ
クターとダイの間、パンチとダイの間、パンチとホー
ルディングピンの間のすべてのクリアランスを、 
その特性に応じて設計する必要があります。通気
面については、水や空気の侵入を防ぐために、鋼鉄
の場合の半分に減らす必要があります。

黄銅（真鍮）成形の場合、材料をダイ上に半径方
向に置かないフリーアプセットは考えられません。
パンチによる押し込みの開始時には、材料が意図
せずに流出することのないように、パンチを確実
にダイ内に導き入れる必要があります。

切断工程では鋼鉄生産と大きな違いがあり、黄銅
（真鍮）生産の要件に正確に合わせられている 

必要があります。平刃と固定刃は高速度（ハイス）
鋼製で、クランプピースは不要です。浅い横溝入り
のインフィードローラーとインフィードブッシュは、 
黄銅（真鍮）バー材に合わせて変形を最小限に抑え
るように設計されています。

追加情報：ガススプリングパッケージを備えた 
特殊な金型構造
Hatebur は、グロメット、スクリューニップル、コッ
ク上部など、非常に深い穴あけを必要とするあら
ゆる成形部品用の可動ダイを開発しました。これ
により、最大約 38 mm の長いフローセクションが
可能になります。付属のガススプリングパッケージ
は、成形中は窒素が充填されたソケットブッシュ内
の空洞に固定されている可動ピストンと連動します。
確実に窒素を入れるには、マシン部に接続ボアが
必要です。

冷却剤
金型壁面における材料の流れを良くするには、金
型をエマルジョンで冷却し、潤滑する必要があり
ます。

このエマルジョンは、冷却水タンクに潤滑油を混
ぜ入れることにより生成されます。最良の結果が得
られるのは、潤滑油の含有量が約 15 ％の場合です。

プロセス＆ツール  16



 

https://www.hatebur.com/ja/お問い合わせ

トレーニング

言うまでもなく、すべての生産プロセスとすべての
金型に、この記事の範囲を超える独自の特性があ
ります。黄銅（真鍮）加工に関する私たちのすべ
てのノウハウをご希望の場合には、貴社の担当チー
ムに適したトレーニングスケジュールを喜んで手配
いたします。現場でもオンラインでも、 あらゆる
ケースで Hatebur は実績ある専門知識と共にお応
えいたします。

 HOTmatic AMP 20 S の黄銅（真鍮）部品ラインナップ
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氏名：マリアローザ・メローニ 
職位：CEO アシスタント 
Carlo Salvi 入社：1999

 
あなたの Carlo Salvi での業務は？
Carlo Salvi での私の主な仕事は、オファーの準備、
注文や契約の確認、販売されたすべてのマシンのデー
タシートをプログラミングオフィスに送ることです。 
また、交渉から発注、締めくくりとなる初回運転開始
まで、販売プロセス全体を通してお客様のお世話をし
ています。

ずっとこの職務に就いているのですか？   
あるいは、以前に他の職務に就いたこともありますか？
実際のところ、この会社での業務では営業からアフター
セールスやサービスに至るまで少しずつ、同僚の皆さ
んに日常業務であらゆる種類のサポートを行ってきま
した。また、管理部門では債権回収をサポートしまし
た。私が長年携わってきたもう 1 つの業務はヘッダー
の技術マニュアルの翻訳で、主に操作と運転に関する
章を担当していました。

この職務に就く前に、Carlo Salvi や同社のマシンの
ことを知っていましたか？
もともとガルラーテの近くに住んでいましたので、
Carlo Salvi のことは知っていましたが、当時は別の
業界で働いていたため、製品について技術的な観点
からは理解していませんでした。

営業部門で働いていると、さまざまなお客様やサプラ
イヤーと日常的に接することになります。この仕事には
どのようなトレーニングや経験が必要でしょう？
仕事を通じて得られる経験のみが、この仕事の唯一の
トレーニングとなります。仕事に対する大きな情熱と
共感ももちろん必要です ... それらは間違いなくアドバ
ンテージとなるでしょう。しかし、学習するだけでは済
まないものもあります。それらがあなたの一部あるい
はあなたの個性の一部になっていなければなりません。
技術的な要素に加えて、人間的な要素も重要なのです。

あなたの日常業務にはどのようなタスクがありますか？
私が最も時間を割いているのは、特別仕様のヘッダー
や、過去に同じお客様に販売したことのあるヘッダー
のオファーの準備です。技術部門との仕事は本当に楽
しいです。もう 1 つ非常に厳しい業務があり、それは
生産中のマシンの状態についてお客様とやり取りを行
うことです。

あなたやあなたのチームは業務のどの部分を特に誇り
に思っていますか？
顧客満足が私の最優先事項です。そのため、私はお
客様の側に立ちすぎていると言われることがあります。

何か変えられることがあるとしたら、それは何でしょう？
きっと、男性と対等であることとより多くの敬意を求め
ますね。残念ながら、私たちは絶対的に男性優位の
市場で活動しているため、女性は依然として厳しく差
別されています。私は当初から、お客様との技術的な
話し合いの席では男性が直接話しかけられることが多
いという経験をしてきました。私が女性だからという
だけで、技術的な問題について意見を述べられないと
自動的に想定されてしまうのです。

Hatebur の同僚と一緒に働いた経験についてどう評価
しますか？
Hatebur の営業チームとも、とても良く連携して業務
にあたっています。

結婚していますか？
はい、1999 年に Carlo Salvi で夫と出会い、2002 年に
結婚しました。

ポートレート  

インタビュー
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  サービス＆サポート

文：ステファン・ビューラー
写真：Hatebur  

Hatebur HOTmatic AMP 70 用の 
新しいサーボ油圧バーストップ

ライナッハ  Hatebur HOTmatic HM 
75 へのサーボ油圧バーストップの導入により、成形
工程の効率が大幅に向上しました。このたび、GKN  
Automotive 社で初めて、AMP 70 にもこの革新
的なテクノロジーのレトロフィットが行われました。

「始まりは全体の半分である」と、アリストテレス
は言っています。Hatebur 横型多段フォーマーで
の成形工程は、鍛造温度まで予熱されたバー材か
らカットオフを切り離すことから始まります。これ
は、まばたきの約 5 倍の速さで行われるプロセス
です。熱いバー材を切断することは、単純な技術的
工程と言えます。バー材はインフィードローラーに

より、切断長を決定するバーストップに向かって
運ばれます。次にクランピング

され、カットオフが残りのバー
材から切り離されると、第 1 

成形段階の前へと導かれ
ます。

このプロセスはごく単純なものに思われるかもしれ
ませんが、その背後には大きな潜在的可能性が 
あります。たとえば、サーボ油圧バーストップの開
発により、私たちは画期的な最適化に成功しました。 
これにより、一方で著しく高い切断品質を実現し、
もう一方で製造した部品の目視点検に要する時間を 
短縮しています。

ドイツ・トリーアの GKN Automotive 社で初公開
サーボ油圧バーストップは、あるお客様によって 
HOTmatic HM 75 で初めて使用されました。その
ときの反応が大変良かったので、Dr.-Ing ミハイ・
ヴァルカン率いるプロジェクトチームは、この新し
いコンポーネントを AMP 70 で使用できるように
調整しました。

GKN Automotive 社は、実績のあるマシンにサー
ボ油圧バーストップをレトロフィットすることを決定
した最初のお客様でした。「約 2 年前、 当社の 
AMP 70 は新しいマシンフレームを使用して完全
に改修されました」と GKN 社の生産責任者である
ヨルク・ローレス氏は述べています。「このとき私
たちは、マシンが今後の 30 年間も高品質の製品を 

 サーボ油圧バーストップ
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生産し続けることができるように、サーボ油圧バー
ストップを装備することにしたのです。」

GKN Automotive 社は、ドイツだけでも約 7,000 
名を雇用しています。同社は、自動車産業向け駆
動システムの世界有数のサプライヤーです。AMP 
70 のサーボ油圧バーストップは未来を見据えた 
投資なのです。「鍛造産業は大きな変化の最中に
あります。携わる者すべてが、新しい製品を生産
する準備をしなければなりません。このような状況
において、サーボ油圧バーストップは切断品質を
大幅に向上させ、より複雑な形状の部品の製造を 
可能にするため、当社にとって非常に興味深い追加
機能です」と、ヨルク・ローレス氏はレトロフィット
の理由を説明しています。

ローレス氏は、すでに自身の経験から Hatebur の
革新の潜在的可能性を理解しています。「当社は 
10 年前に HM 75 の運転を開始しました。当時か
ら切断品質はすでに重要な課題であり、そのため
に Hatebur と共同でさまざまな開発を続けてきま
した。サーボ油圧式バーストップが、この分野に
おける次の進化段階であることは間違いありま 
せん。」

開発の概要
最初のテストは AMP 30 で行われたため、AMP 
70 でサーボ油圧バーストップを使用すればサイク
ルは完了です。この目的のために、2015 年に部門

を越えたエキスパートチームが結成され、熱間切
断工程の複雑で広範囲にわたる一連のテストを行
えるよう、ライナッハにある AMP 30 ツールエリア
が完全に改築されました。調査は 1 年後に成功裏
に 完了しました。 そ の 後、Hatebur HOTmatic 
HM 75 用サーボ油圧バーストップの開発が行われ、
2017 年にお客様の拠点で運転が開始されました。

テストの一環として、切断面の破損に影響を与える 
3 つの中心的な要因が特定されました。

 加熱温度

 切断クリアランス

 バーストップヘッド角度

その後、重要度においてやや間をおいて、固定刃
と移動刃の形状、オーバーストローク、インフィー
ドローラーの接触圧、バー材のリターンストローク、
クランプ力が続きます。材料はその他の定数と見
なすことができます。切断時には、材料の流動が
発生します。変形能力が高いほど、スムーズカット
の割合が大きくなるか、破損が小さくなります。

材料の変形能力は、温度だけでなく応力レベルに
も依存することが証明されています。切断面の破
損は、変形能力が使い果たされたことを示してい
ます。

サービス＆サポート  

 サーボ油圧バーストップの設置スペース
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  サービス＆サポート

AMP 70 用に開発された新しいサーボ油圧バー
ストップは、リアルタイム EtherCAT フィールドバ
スと組み合わせることにより、生産進行時の切断工
程中にカットオフの応力レベルを設定および維持
するのに役立ちます。

スペース不足への挑戦
バーストップの設計では、設置スペースが非常に
狭いという困難があることが判明しました。そこで、
特殊設計の油圧シリンダーとそれに関連する制御
ブロック以外は、市販の実績のあるコンポーネント
が使用されました。たとえば、サーボバルブ、位置
測定システム（シリンダー内蔵）、圧力トランス
デューサ、アキュムレーター技術製品です。

機能信頼性と寿命のためには、油圧オイルの清浄
度クラスと品質に特に注意を払う必要があります。
そのため、バーストップへの油圧供給は、独自の
冷却システム、高圧フィルターおよびエアフィル
ター、恒久的なバイフローフィルターを備えた、専
用設計のミニ油圧ユニットから行われます。

カットオフで望まれる圧力応力レベルの維持に必
要な力の制御のために、制御ブロックには圧力ト
ランスデューサが組み入れられています。力信号
もマシン制御に統合されており、切断長モニタリン
グ時に使用されます。これにより、機械式バーストッ
プで知られる力覚センサーは不要となります。サー
ボシリンダーの設計に伴う高い剛性と正確な制御
により、切断工程中のバーストップヘッドと規定位
置のずれは、わずか数百分の 1 mm です。

新しいサーボ油圧バーストップにより、Hatebur 
HOTmatic AMP 70 は、生産を中断することなく、
操作盤から工程に関連する調整を実行できるよう
になっています。これにより、材料、温度、ある
いは切断刃の摩耗による分離ゾーンでの応力の変
化など、切断品質に影響する要因を補正すること
ができます。

 力信号の表示、ALU（切断長モニター）信号の評価範囲とその大きさの特定 
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展示会／見本市を振り返る  

Hatebur と Carlo Salvi は、本年も MF-TOKYO 国際展示会に
共同で参加しました。この第 7 回プレス・板金・フォーミング展
は、「人と地球にやさしい技術、確かな未来のために」をモットー
に開催されました。私たちは大型ブースで、顧客の皆様、関心を
お持ちくださったゲストの皆様をお迎えし、革新的な成形技術を
紹介することができました。

私たちのブースでは、来場者の方々が成形技術の分野における 
最新の開発とソリューションに触れられる、またとない機会を 
提供しました。Carlo Salvi では、ブースでライブ実演を行った 
CS 001 マシンが焦点でした。展示会期間中、チームはこの 1 ダイ  
2 ブローヘッダーで大量の部品を生産するデモンストレーション
を行いました。CS 001 は、直径 0.6 mm のワイヤから毎分最大 
600 個の部品を生産することができます。

また、ショーケース内の多種多様なサンプルパーツを使用して、
Hatebur と Carlo Salvi の製品ラインナップが紹介されました。
Hatebur のハイライトとして、COLDmatic マシンの CM 725 と 
CM 625、テクノロジータワー、サーボトランスファーシステム
がライブ実演で紹介されました。

文：ラインハルド・ビューレル
写真：Hatebur  

MF-TOKYO は、製造産業における効率、精度、パフォーマン
スに革命をもたらす最先端のフォーマー、テクノロジー、サービ
スのための理想的なプラットフォームを提供しています。 展示
会の間、私たちは貴重なつながりを作り、既存の関係を深め、
他の業界リーダーと専門知識を共有することができました。私た
ちのエキスパートチームは、来場者の皆様の質問に答え、カス
タマイズされたソリューションについて討議し、潜在的可能性の
あるパートナーシップを開拓することができました。

そして、私たちの製品と技術に対する皆様からのポジティブな
フィードバックと関心は、期待を上回るものでした。私たちの技
術革新への情熱を世界と共有する機会を得られたことに感謝し、
日本のお客様やパートナーの皆様との関係をさらに強化できるこ
とを楽しみにしています。

ご来場いただいた皆様に、心より感謝申し上げます。Hatebur 
と Carlo Salvi は、成形技術において最高のパフォーマンスを提
供することに取り組み続けており、数々の革新を世界中に紹介す
る機会を楽しみにしています。

東京、2023 年 7 月 12～15 日

MF-TOKYO 2023  
プレス・板金・フォーミング展

開催地：東京 
出展：Hatebur および Carlo Salvi
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昨年はパンデミックが続いていたために不本意ながら休止となり
ましたが、ようやく、待望の MetalForm China がその扉を開くこ
とができ、2023 年 7 月 19 日から 22 日、中国・上海に金属加工産業 
関係者が集結しました。Hatebur の子会社である Metalforming  
Technology は独自のブースで参加し、最新の技術、ソリューション、 
製品を紹介する機会を得ました。

MetalForm 2023 は、単なる製品プレゼンテーションのための
プラットフォームを超えるものでした。たとえば、数多くの専門
家や企業に、アイデアやノウハウを交換したり、潜在的可能性
のあるパートナーシップを開拓したり、お互いから学ぶ機会を提
供したのです。

昨年の状況を考えると、今年の MetalForm は大成功でした。
私たちは多数の来場者に喜び、このイベントをパートナーや 

多くの国際的な予定のあった一年を経て、Carlo Salvi は米国ラ
スベガスで開催された国際ファスナーエキスポへの参加により、
展示会・見本市シーズンを締めくくりました。今回の出展の決定
は、これまでの展示会・見本市での成功のみに基づいてなされ
たのではありません。むしろ、パンデミックの結果としての 3 年
間の強制的な休止期間を経て、米国の成形業界が目覚ましい発
展を遂げたことの反映でもあります。エキサイティングな 3 日間
にわたって、多くの興味深い再会や出会いがあり、既に交流の
あった方たちや新たにコンタクトした方々と、将来の可能性や機
会について対話することができました。

他の出展者の皆様と細やかに対話する機会として活用することが
できました。また、成形業界内のつながりの強化、イノベーショ
ンの促進、業界の有望な未来への道を拓くことにも寄与しました。

また来年、上海で開催される MetalForm 2024 で 
皆様をお迎えできることを楽しみにしています。

文：クリスチャン・ベッカー
写真：Hatebur  

文：ダニエレ・ズッキ  

上海（中国）、2023 年 7 月 19～22 日

MetalForm China 2023 
（中国国際金属成形展覧会 
2023）
開催地：上海（中国） 
出展：Hatebur

ラスベガス（米国）、2023 年 10 月 9～11 日

国際ファスナーエキスポ・ 
ラスベガス（米国）

開催地：ラスベガス（米国） 
出展：Carlo Salvi

 ゼネラルマネージャーのユ・ジェンファと 

エリアセールスマネージャーのクリスチャン・ベッカー
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サービスにおいても連携

金属加工の 2 つのスペシャリストである Hatebur と Carlo Salvi との合併により、
両社のすべてのノウハウも結び付けられました。お客様に最高のパフォーマンスと最良の経済性を
提供するソリューションは、機械、プロセスそして金型の適切な組み合わせによってのみ可能になります。
グローバルなサービスとお客様の実際の生産現場におけるスムーズで迅速なサービスは、
世界的に事業を展開する私たちのお客様から高い評価をいただいています。Your advantage.
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Hatebur 
ブースへ
お立ち寄り
ください！

2024 年 4 月 15～19 日
wire 2024

開催地：デュッセルドルフ（ドイツ）
出展：Hatebur および Carlo Salvi
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皆様のお越しを 
お待ちしております。
 
すべての情報は 2023 年 11 月時点のものです。
イベントを訪問される前にインターネットで 
最新日程などについてご確認ください。


